
令和６年度 第１回 積志小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和６年５月２４日（金） １４時００分から１５時３０分まで 

２ 開 催 場 所  積志小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  渥美 年弘、小林 博典、竹内 涼子、市川 和廣、森川 学、 

伊達 麻絹、尾上 幸穂 

４ 欠 席 委 員  髙林 次枝、村田富佐子、髙林亜衣子 

５ オブザーバー 小池 誠（積志協働センター） 

６ 学   校  佐藤 匡子（校長）、矢作 実（教頭）、児玉 健一郎（主幹教諭） 

          森山 貴史（CS担当教諭） 

７ 教育委員会   なし 

８ 傍 聴 者  なし 

９ 協 議 事 項   

（１）議長の選出について 

（２）積志小学校運営基本方針について 

（３）積志小学校いじめ防止基本方針について 

（４）夢育やらまいか事業に対する意見書について 

10 会議録作成者  主幹教諭 児玉 健一郎 

11 会 議 記 録 

  司会から、委員総数１０人全員の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立している

旨の報告があった。 

 

 （１）議長の選出について 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、会長から竹内委員を推挙する旨の

発言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

 （２）積志小学校運営基本方針について 

議長の指示により、校長から、別紙資料に基づき学校運営基本方針について説明があり、委員

からは、以下の発言があった。 

・ 異学年交流はよいことである。登校時にしぶっている子供がいたが、上級生が声をかけてくれ

たおかげで、今は登校できるようになった。（市川委員） 

・ （ボランティア活動・学びの教室づくりについて）自治会でも協力をしていきたい。事前に連

絡をいただいた上で対応したい。（市川委員） 

・ ボランティア活動充実のために、今年度は内容や依頼方法等自治会と連携して、仕組みづくり

を行っていきたい。（竹内委員） 

・ ボランティア活動は、現状関係ある人しか伝わっていない。ボランティアの輪を広げていくこ

とは難しい。（渥美委員） 

・ もっと地域にアピールしたほうがいいのでは。「これがほしい。」と依頼を出し、それを自治会



に伝えてもらう。自治会には大工さんがいて、くぎ打ちのお手伝いができる。（市川委員） 

・裁縫の学習は、もう少し人がいるとよい。（渥美委員） 

・スケジュールが決まっているとよい。（伊達委員） 

・紙で分けると、周知に時間がかかる。（小林委員） 

・地域回覧にすると、時間がかかってしまう。（伊達委員） 

・名簿作りをしていきたい。自治会には、こんなことができる人がいるって学校に知らせるこ 

とができる。（市川委員） 

・地域の人に周知することについて、今後検討していきましょう。（竹内委員） 

 

・協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

 （３）積志小学校いじめ防止基本方針について 

  議長の指示により、主幹教諭から別紙資料に基づき、いじめ防止基本方針について説明があっ

た。 

 

（４）夢育やらまいか事業に対する意見書について 

議長の指示により、主幹教諭から、別紙資料に基づき意見書の内容について説明があった。 

 

 その他報告事項等 

  主幹教諭から、次回会議は、令和６年７月２６日（金）会議室で開催する旨の報告があった。 

 


